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一黒磯市戸田地区を事例に一  
岡村 治・石井 卓・木村穂高・宮本康宏   
Ⅰ はじめに  
限界地立地集落は，仙一般に，過酷な自然条件の  
もとで農業的には極めて低位な生産性を余儀なく  















































ベーションを受容し地域特性を形成する一連のプ  第1図 研究対象地域の位置  
















































Ⅱ 明治期戸田農場の景観と林業経営  
1）戸田農場の景観  



































































する。   
第3図は，那須郡統計書をもとに，1900年（明  




















－ 55－   
旧高林柑  
：；：；：；：；：；訃じ  松  ⊂コヒノキ［＝コその他  
第3図 那須郡および旧高林村の林葦生産（1900年）  
（「明治33年 那須都統．計査」により作成）  
万、らは東京に向けて移出され，野川炭として中央  










図」 12）をもとに，昭和初期の戸田農場の林野利  
用を表した。この図では，先に示した第2図とは  
また別に，周到に計画された農場のようすを知る  




































ー56－   
第4図 戸田農場の林野利用（1931年）  
（「戸田農場林相国」により作成）  

















































































岬58－   


















































第5回 旧高林村における農業・林業生産  
（旧高林村役場史料「昭和19，20年農林水産調査」および  
同「昭和21年以降基本調査緩」により作成）  
































































第6図 旧高林村各集落の経常耕地面積（1947年）  
（旧高林村役場史料「昭和22年4月部落  
個人別耕地台帳」により作成）  





































在では24戸であった20J。   
入植者の前住所を表した第1衷によれば，旧高  
林村を含む近隣町村からの入植者はわずかにすぎ  
































ー61－   
帝1表 柳集落入植者の前住所  
東京都  奈川県  埼玉県  福島県  甫城県  
那   妻東   郡    都宮市  足利市  足利郡  躇   
黒磯町  高林村  鍋掛村   
戸数  2   1 3 1 6  2  り  
f農林省開拓研究所（194鋸：「耶絹椰帰農組合実態調査報告啓（開花賓料簡l号）．p．32により作成）  
第2表 柳集落入植者農林省前職菜  
白  骨  菜    官公吏  軍人軍属   社  員  無 職  
農 華  職 賛  職 人  革袴職  運輸変通  電 気  横 根  鉱 菜   
戸数  2  2   3  2  3  












































r ⊥＝紡楓杵  
築8図 緊急開苑による御輿落の形成  
（農林省開拓研究所（1948）：「那須椰帰農組  
合実態調査報告番」，p．12l．より作成）  













































第9図 緊急開拓入植者の家屋外観（1947年7月）  
（農林省開拓研究所（1948）：「那須柳帰農組合実態調査報告書」，  
p．185．より転載）  
－63－   
とに主力を注いでいた。  




























































－64－   













































－66 －   
る3分割の耕地利用は，主穀生産を中心としてい  















































































－67 －   
????? ????
⊂亘］荒地 匡ヨ榔豪【亘r拍  ?????
??
パドック  
第13図 柳集落の土地利用  
（1988年6月の現地調査により作成）  






































化   
既に述べたように，第2次世界大戦直後におい  
第14図 戸田地区における作付作物面積比の変化  
（世界農林業センサス各年版より作成）   
1：飼料作物  2：イネ  3：麦類十維穀煉   
4：イモ類＋豆類 5：工芸作物 6：野菜  









































1960年  1970年   
□   
肉牛飼養農家  乳牛頭数  肉牛離散  
198（）牢  
乳牛飼養農家   






















































持氏棉農組合  柳帰農観合  
第17図l戸当りの農業租収入額の構成（1963年）  
第3表 農産物販売収入順位（1964年）  
戸氏帰農組合  妾  タバコ  豆 類  牛 乳   
戸田榊帰農組合  牛 乳  麦  豆 類  その他  第1位  第2位  第3位  第4位  
ー71剛   
り りりl‖ （） リl）m  
多大の労力を要する葉タバコはやめ，替わって  







































細線鶴地  歴国林地  
⊂：コ排他  卒 j迂路  
T：紫タバコ，M：麦軌 H：ヒエ，B：牧草，   
D：デントコーン，0：陸稲，S：水稲，X：休耕地   
第18区Ⅰ横堀取落および柳集落における土地利絹  
の変遷   





の変遷を検討してきた。   
横堀集落と柳集落の集落特性の今日的様相を形  
成した直接の要因は，酪農導入の時期的差異と，  


















































































































れ，同年11月12日土地引渡願昏を提出，同年12月   
10日実地引渡を受けたことが記されている．（戸田   






の策であった．前掲6）には次のように記されてい   
る．「今だから白状するが，一見立派な一斉林に見   
えた林相というのも ，林の外側即ち道端だけに，  









に参考となる．   
①磯忍（1976）：青木農場における移住人の待遇，  













16）鵬連の農地改革事業の結果，戸田農場は693町歩の   
土地を国に買収された．そして，現在，戸田家の   
所有地面積はおよそ80町歩弱となっている．なお，  
戦後の戸田農場の経営は，残された山林を基盤に   
栓の用材生産と乳牛の飼養，そして椎茸栽培を中   
心にしていた．とくに，椎茸の生産に力を注いだ  
らしく，1952年には簡易乾燥横を導入し良質な椎   
茸生産に努力した．1963年に結成された黒磯町し  
注および参考文献   
1）．たとえば，次の論文にこうした考え方が提示され   
ている．石井英也・加賀美雅弘・山本充・中西僚   
太郎・椿真智子（1986）：鹿島砂丘地帯における地   
域進化の一類型一波崎町若松地区・須田の場合－，   
地域調査報告，8，23－46．  
2）黒磯市誌編賽委員会（1975）：『黒磯市誌』黒磯市，   
476～480．なお，明治期の戸田農場の開拓について   
は次章で詳述する．  
3）たとえば，那須山麓の戦後開拓地における酪農の   
発展を研究した次の論文が挙げられる．菊地俊夫   
（1982）：那須山麓戦後開拓地における酪農発展と  
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